
セルゲイ・ラフマニノフ（Sergei Rachmaninoff, 1873-1943）              

ロシアの作曲家、ピアニスト、指揮者であり、20世紀前半の音楽界に大きな影響を

与えた人物です。彼の音楽は、ロマン派の伝統を継承しながらも、その時代の新し

い感覚を取り入れたものです。以下、ラフマニノフの生涯、作品（特にピアノ曲）、 

人間関係、そして彼の思想について詳しく見ていきます。 

生涯 

幼少期と音楽教育（1873-1893）                               

セルゲイ・ラフマニノフは 1873年、ロシア帝国のノヴゴロド近郊の貴族の家に生ま

れました。幼少期から音楽の才能が開花し、ピアノ教育を受け、10歳でサンクトペ

テルブルク音楽院に入学しましたが、家庭の財政破綻と父の放蕩により生活は厳

しくなり、教育にも影響を与えました。その後、モスクワ音楽院に移り、ニコライ・ズヴ

ェレフにピアノを学び、セルゲイ・タネーエフやアントン・アレンスキーに作曲を師事し

ました。 

若手作曲家・ピアニストとしての成功（1893-1900）                    

1891年、モスクワ音楽院を優秀な成績で卒業したラフマニノフは、卒業作品であ

る「ピアノ協奏曲第 1番」を発表。彼の初期の成功にはオペラ《アレコ》があり、これ

はチャイコフスキーに絶賛されました。しかし、1897年に初演された交響曲第 1番

が大失敗し、この失敗は彼に深刻な精神的打撃を与え、数年間作曲活動ができ

なくなるほどでした。 

復活と大作の誕生（1901-1917）                               

ラフマニノフは、心理療法家ニコライ・ダールの治療を受けることで精神的な安定

を取り戻し、1901年に《ピアノ協奏曲第 2番》を発表。この作品は大成功を収め、

彼の作曲家としての地位を確立しました。1900年代には、オペラ《けちな騎士》や

《フランチェスカ・ダ・リミニ》、ピアノソナタ第 2番、交響曲第 2番など、次々と大

作を発表しました。 

亡命とアメリカ時代（1917-1943）                               

ロシア革命後、ラフマニノフは 1917年にロシアを離れ、ヨーロッパを経てアメリカに



定住しました。亡命後はピアニストおよび指揮者としての活動が主で、作曲家として

の活動は減少しましたが、それでも《ピアノ協奏曲第 4番》や《パガニーニの主題に

よる狂詩曲》、そして晩年の《交響的舞曲》など重要な作品を残しました。 

ピアノ曲                                              

圧倒的な技巧と感情豊かな表現力が特徴です。 

「ピアノ協奏曲第 2 番 ハ短調 Op.18」 

彼の最も有名な作品の 1つで、憂鬱で壮大な感情表現とピアノ技術が 

融合しています。抒情的なメロディが特徴で、しばしばロシアの広大な風景

を想起させます。 

• 「ピアノ協奏曲第 3 番 ニ短調 Op.30」 

  最も技術的に難しいとされるピアノ協奏曲で、深い感情と技巧的な          

パッセージが交錯しています。ラフマニノフ自身もこの曲を特に気に入っていたと

されています。 

• 「楽興の時 Op.16」 

  ピアノ独奏のための 6つの作品で、変化に富んだスタイルが含まれて    

います。特に第 4曲と第 5曲は、ラフマニノフらしいロマンチシズムと劇的な表

現力が際立ちます。 

• 「ピアノソナタ第 2 番 変ロ短調 Op.36」 

  ラフマニノフの最も野心的なソナタの 1つで、壮大なスケール感と技巧的な

挑戦が満ちています。この作品は、後に彼自身が改訂版を発表しました。 

• 「前奏曲 Op.3-2 ハ短調」 

  ラフマニノフのピアノ独奏曲の中でも最も有名な 1曲で、重厚で劇的な   

テーマが印象的です。 

• 「10 の前奏曲 Op.23」および「13 の前奏曲 Op.32」 

  ラフマニノフの前奏曲集は、各曲が独立しているものの全体として一貫した

美学を持ち、彼のピアノ作曲技法の粋が集められています。 

他の作品 



• 「交響曲第 2 番 ホ短調 Op.27」 

  ロマンティックなスタイルで書かれた交響曲で、豊かな旋律と厚みの     

あるオーケストレーションが特徴です。 

• 「ヴォカリーズ Op.34-14」 

  歌詞がないメロディのみの楽曲で、ラフマニノフの抒情的な側面がよく表れ

ています。 

• 「パガニーニの主題による狂詩曲 Op.43」 

  ピアノとオーケストラのための作品で、パガニーニの有名な主題を基に、  

巧妙な変奏が行われます。 

人間関係 

ラフマニノフはその生涯を通じて多くの重要な音楽家と交友関係を持っていました。 

• チャイコフスキー 

ラフマニノフにとってチャイコフスキーは非常に重要な存在でした。チャイ コフス

キーはラフマニノフを師事したことはありませんが、彼の作品に強い影響を与え、

ラフマニノフの音楽におけるロマンティックな要素は、チャイコフスキーからの影響

が大きいとされています。 

• アントン・ルビンシテインとニコライ・ズヴェレフ 

ズヴェレフはラフマニノフのピアノ教師であり、厳格な教育者でした。また、ルビン

シテインはラフマニノフが尊敬するピアニストであり、彼の演奏スタイルに影響を与

えました。 

思想 

ラフマニノフは非常に感情豊かな音楽を作曲しましたが、彼の人生には常に暗い影が

つきまといました。彼は内向的でメランコリックな性格を持ち、特に交響曲第 1番の失敗

やロシア革命による亡命が彼に深い影響を与えました。しかし、同時に彼はロシアの音

楽遺産を強く意識しており、彼の音楽にはロシアの魂や自然が色濃く反映されていま

す。 



亡命後、彼は新しい音楽の潮流に対して距離を置き続け、古典的なロマン主義のスタ

イルを守り続けました。これにより、彼の音楽は一部の批評家から時代遅れとされました

が、多くのリスナーに愛され続けました。 

 

ラフマニノフは、その深い感情表現と技術的な難しさで知られる作品を多く残し、20世

紀におけるロシア音楽の重要な代表者となりました。彼の音楽は、ロシアの大地や自

然、人々の感情を描き出し、ピアニストとしても作曲家としても多大な影響を与え続けて

います。 
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